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研 究 課 題  コロイド微粒子の精密サイズ決定法の探索 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

水とアルコール混合系においてコロイド微粒子の異常なブラウン運動を発見している。ブラ

ウン運動による移動度が、バルク粘性率を使ってストークス＝アインシュタインの式から見

積もった値より５％程度大きい場合がある。現在、ブラウン運動の異常性から溶液中の分子

ゆらぎの解明の研究に取り組んでいる。しかし、異常の程度が最大でも５％と小さいため、

正確な溶液温度の測定・制御、混合溶液の粘性率、および、コロイド粒子のサイズなどの物

性値が移動度の見積もりには必要になる。コロイド粒子サイズの測定に関しては、光散乱の

角度依存性から Mie 散乱の理論で求める手法など様々に存在する。多種多様な測定方法を機

能的に組み合わせ、コロイド粒子サイズを精密に決定する方法の確立を目指した。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

コロイド微粒子の精密なサイズ決定に向けて走査型電子顕微鏡、動的光散乱法、静的光散乱

法の３つの方法に取り組んだ。その中でも静的光散乱法は、Mie 散乱における散乱光の角度

依存を調べる方法であり、コロイド微粒子のブラウン運動を観測している溶液状態そのもの

で観測できること、また、屈性率が大きく変化するコロイド固体と溶液の表面から直接情報

を得るため、最も好ましい手法と考えられる。 
散乱角によって光強度が２～３桁程度変化するため適切に ND フィルターを装着し、大塚電

子製の DLS-8000HL で静的光散乱強度を測定した。Mie 散乱の理論と比較して粒子サイズを

決定するために Python コードを組み解析した。 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

静的光散乱法で得られた粒子サイズは、市販のコロイド粒子の公称値より２～３％小さい値

であった。しかし、異常性を示さない水中でのブラウン運動の解析でも公称値より２～３％

小さい値となっており、コロイド販売者より正確に粒子径を見積もることができていると思

われる。しかしながら、コロイド微粒子の材質であるポリスチレンの屈折率など未確定（不

正確）な物理量も残っており、より精密な粒子サイズの決定には、他の物理量の精密測定が

必要になってきた。 
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